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科目名 文学 【26年度生用】 コード

英語表記 Ｌｉｔｅｒaｔｕｒｅ 

担当教員名 鎌田 出 年度 平成26年度 

基準年次 1年次 開講期 前期 単位数 2 

授業形態 講義 授業形式 履修形態

授業概要

桑原武夫『文学入門』（岩波新書）は、その第一章において「なぜ文学は人生に必要か」という項目をたてている。不断見過ごしてしまって
いるこの「文学」の存在意義について改めて見直すことを学ぶ。 

到達目標

「なぜ文学は人生に必要か」という問いの答えを受講生各自が見出すと共に、学問としての「文学」に関する基本的知識を習得する。 

授業計画

第１回 ガイダンス         …授業の運営方針等について説明する 

第２回 「文学」とは何か     …「文学」という言葉の一般的な意味 

第３回               …「文学」という言葉の定義 

第４回               …「文学」の存在意義 

第５回 「文学」研究について  …「文学」研究概観 

第６回               …「文学史」について 

第７回               …「文学史」選読 

第８回               …「文学批評」について 

第９回               …「文学批評」選読 

第１０回               …「文献学」について 

第１１回               …「文献学」選読 

第１２回               …新たな「文学」研究展望 

第１３回 「文学」の実例     …作品選読①        

第１４回               …作品選読②  

第１５回 まとめ          …課題レポートに関する指導 

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

 

平常点（出席、授業態度、教場レポート）および期末試験に代わる
課題レポートにより評価する。原則として２／３以上の出席、教場レ
ポートの提出を単位認定の要件とする。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

 ３０％  １０％  ３０％  ３０％

授業外学習 テキスト、教材

 

常日頃より「文学」作品に親しんでおくこと。教場レポートにおいて、
内容等に関する質問を行うことがある。

 

プリントを配付する。

参考書 受講生へのメッセージ

 

川本皓嗣・小林康夫編『文学の方法』（東京大学出版社）

 

学問としての「文学」とは何かを学んでもらいたい。
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